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１
月
１１
日
、
福
崎
町
エ
ル
デ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
成
人
式
で
は
、
１
８
４

名
の
新
成
人
と
来
賓
の
方
々
に
よ
り
厳

粛
な
式
典
と
和
や
か
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、
１１
名
の
実
行
委
員
が
、
記

念
品
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
い
た
る

ま
で
、
企
画
立
案
等
を
行
い
ま
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
、
町
長
式
辞
、

記
念
品
贈
呈
（
新
成
人
代
表
　
山
岸
楓

也
さ
ん
）、
来
賓
祝
辞
と
進
み
、
藤
本

彩
加
さ
ん
が
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま

し
た
。 

（
社
会
教
育
課
） 

選挙管理委員会から記念品贈呈 

成
人
式
実
行
委
員
会 

（
順
不
同
、
敬
称
略
） 

委
員
長
　
藤
本
　
彩
加 

副
委
員
長
　
後
藤
　
利
元 

　
　
　
　
　
岩
　
　
由
菜 

委
　
　
員
　
山
岸
　
楓
也 

　
　
　
　
　
中
垣
　
杏
菜 

　
　
　
　
　
岩
　
　
悠
太 

　
　
　
　
　
大
谷
　
璃
央 

　
　
　
　
　
日
野
　
尚
哉 

　
　
　
　
　
志
田
　
恭
平 

　
　
　
　
　
花
圓
　
浩
教 

　
　
　
　
　
槙
井
　
菜
絵 

なつかしい友との再会 
～アトラクション会場～ 
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　１月１１日、西治の
「上野辰夫」さんが
満百歳を迎えられま
した。 
　読書が趣味で、歴
史の本を日々読んで
おられるそうです。 
　今後もますますお

健やかに、さらなるご長寿をお祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に、
お名前を刻みました。　　　　　（健康福祉課） 

　昨年１２月１５日、福崎交通安全協会から町内の

各小学校に児童の交通安全に役立てて欲しいと

交通安全横断旗１３５本が贈られました。この横

断旗は運転免許更新時にご協力いただいた交通

安全協会費により購入されたものです。 

　また、寄贈にあわせて、福崎交通安全協会主

催の小学生交通事故防止ポスターコンテストで

優秀賞に選ばれた、田原小学校の児童３名が、

福崎交通安全協会福崎支部長と同協会婦人部福

崎支部長から表彰を受けました。 

　みなさんも児童を交通事故から守るため、安

全運転にご協力ください。　　　（住民生活課） 

　福崎町では、男女が対等なパートナーとして、
それぞれの個性と能力を十分に発揮し、いきいき
と暮らすことができる「男女共同参画社会」の実
現をめざして、「福崎町男女共同参画基本計画」
を策定しています。 
　このたび計画（案）をまとめましたので、この
計画（案）に対するご意見を募集します。お寄せ
いただいたご意見を参考に、さらに検討を加え計
画を策定します。福崎町ホームページにも掲載し
ていますのでご覧ください。 
公表資料　福崎町男女共同参画基本計画（案） 
閲覧場所 
　○教育委員会（土・日・祝日休館） 
　○役場ロビー情報公開コーナー（土・日・祝日休館） 
　○図書館（月曜休館） 
　○文化センター（月曜休館） 
　○八千種研修センター（水曜休館） 
募集期間　２月１０日（水）～２９日（月） 
提出方法　住所、氏名、意見をご記入のうえ、Ｆ
ＡＸ、Ｅメール、郵便または社会教育課へ直接
提出してください。 
　※様式の指定はありません。 
　※電話や口頭によるものは受け付けできません。 
提出先　社会教育課（内線２５７） 
　　　　〒６７９－２２８０　南田原３１１６番地の１ 
　　　　FAX ２２－０６３０ 
　　　　Eメール　syakai@town.fukusaki.hyogo.jp

小学生の安全を願い 
交通安全横断旗寄贈 
小学生の安全を願い 
交通安全横断旗寄贈 
小学生の安全を願い 
交通安全横断旗寄贈 

福崎町男女共同参画基本計画（案） 福崎町男女共同参画基本計画（案） 福崎町男女共同参画基本計画（案） 

意見募集 

臨時福祉給付金の 
申請はお済みですか？ 

受付期間　２月２９日（月）まで 
申請・問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１） 

　１月１８日、『第９回ひょ
うご観光ボランティアガイド
発表会』が開催され、　川界
隈観光ボランティアガイドの
武内直子さんが最優秀賞の知
事賞を受賞されました。 
　　川界隈のＰＲのため、今
後ますますのご活躍を祈念し
ます。 

（地域振興課） 



４ 

　第２回全国妖怪造形コン

テストは、一般部門１０６作品、

ジュニア部門５５作品の応募

があり、厳正な審査の結果、

入選作品が決定しました。

今回は海外からの応募も複数点あ

り、ますます盛り上がってきました。

入選作品は役場正面玄関ロビーに展示

しています。 

『森に吹く風』 

　首藤秀利（大分県） 

一般部門 

◎コンテストの結果は公式ウェブサイトで公表しています。http://youkaizoukei.town.fukusaki.hyogo.jp/index.html

一
般
部
門 

『
ほ
の
ぼ
の
小
豆
洗
い
』 

　
堂
前
太
陽
（
奈
良
県
） 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

『小豆洗いゴジャゴジャ』 
　宮本菜奈未（福崎町） 

『
小
豆
洗
い
の
老
人
』 

　
Ｎ
ｉ
ｋ
ｅ
（
台
湾
） 

優
秀
作
品
賞 

優
秀
作
品
賞 

最
優
秀
作
品
賞 

最優秀作品賞 

　一般部門最優秀作品は大

型ＦＲＰ像として　川山公園

に設置されます。 

≪生活科学教室公開講座≫ 参加無料 

ふくしまの今を語る人 
～震災と同時にスタートした農産物加工～ 
　今までにない被害をもたらした東日本大震災から

５年、少しずつ私たちの記憶や関心が薄れていくな

か、福島ではまだまだ困難な状況が続いています。 

　その中で、風評被害に負けず、福島で美味しい農

産物を作り、みんなに届けたいと活動する語り部さ

んに“ふくしまの今”を語っていただきます。 

日時　３月１２日（土）１４：３０～１５：３０ 

場所　文化センター小ホール（定員１００名） 

講師　土っ子田島farm 

　　　　食品加工担当　湯田浩和さん 

～プロフィール～ 

　南会津町出身。高等専門学校卒業後、

発電所の建設に従事。チリへ２年間の海

外赴任後、祖父の死をきっかけに地元に

もどり、両親が経営する『土っ子田島

farm』にて農産物作りを始める。 

　震災とほぼ同時に農産物加工を開始。

ジュースやジャム、味噌等を製造販売。

地元での６次化推進を牽引している。ス

キーの国体出場経験もある一男一女の父。 

【問い合わせ先】 
　福崎町立生活科学センター　　２２－４９７７（月曜定休） 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　保健センターでは、大学や

就職で一人暮らしを始める高

校生や大学生を対象に、簡単

に作れる料理指導を行い、食

の自立を支援する「新生活応

援料理教室」を開催しています。 

　今回の教室には神戸医療福祉大学の学生１６人が参

加してくれました。参加者のほとんどが一人暮らし、

または寮に入っているということで、簡単に作れ、

災害時にも活躍するパッククッキング料理を作りま

した。ポリ袋に材料すべてを入れ、お湯につけてお

くだけでできるパッククッキングはとても簡単で、

ぜひ試してみようという学生さんもいました。 

　料理のコツを教わり、大人数で食事をし地元の食

材を味わうなど、食について考える良い機会になっ

たと思います。このような機

会を通して、食に関心を持つ

若い世代の人が増えてほしい

と願っています。 

（保健センター） 

『新生活応援料理教室』 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（２月２０日～３月２日） 

3月3日（第1木曜）資料整理のため休館 

ストーリーテリング講座 
身振り、手振りをせず素朴
に語ることで子どもの創造
力を養います。 
　○２月２５日（木） 
　○３月２日（水） 
講師　姫路おはなしの会 
　　　　小栗栖真弓さん 
＊申込は図書館まで 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書12冊 
「金魚姫」　　　　　　　荻原　　浩 

「衣もろもろ」　　　　　群　ようこ 

５ 

おはなし会 

2月20日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
3月2日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

2月27日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　　 
うぐいすの里　ほか」 

　福崎町老人大学は、生涯学習の一環として、高齢

者のみなさんに組織的な学習の場を提供し、共に学び、

語り合うことで充実した生きがいのある生活を送る

ための基盤を確立するとともに、地域活動の実践者

の養成を目的としています。平成２８年度の受講者を

次のとおり募集します。 

受講対象　・・神崎学園…満６０歳以上 

　　　　　・・福寿学園…満６２歳以上 

　　　　　　　　　　　（平成２８年３月神崎学園修了者） 

開講場所　文化センター 

講座内容　専門講座（書道漢字・書道かな・手芸・舞踊・

　　　　　ＩＴ・陶芸・史学・園芸）・一般教養講座 

受 講 料　・・福崎町内の方…無料 

　　　　　・・町外の方………２，０００円（年間） 

※別に学生自治会費１,５００円（年間）が必要です。 

受付期間　２月１８日（木）～３月３日（木） 

応募方法　文化センタ－、教育委員会で配布する入

学願書に記入のうえ、文化センターへ提出してく

ださい。（郵送可） 

問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

平成２８年度　福崎町老人大学 
（神崎学園・福寿学園）入学案内 
平成２８年度　福崎町老人大学 
（神崎学園・福寿学園）入学案内 

●文化センター行事予定（2／20～3／19） 

神崎学園 
日時：２月２５日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学（神崎学園・福寿学園）閉講式 
日時：３月３日（木）１０：００～ 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：２月２５日（木）１３：２０～１５：００ 
演題：「風土記を愉しむ」 
講師：播磨学研究所研究員　埴岡真弓さん 
 
サルビアセミナー（公開講座） 
日時：２月１９日（金）１３：３０～１５：００ 
演題：「フォークソング・ライブ」 
講師：シンガーソングライター　じろりんさん 
 
※上記公開講座は、一般の方も参加していただ
けます。どうぞお越しください。 

　古文書は、地域の歴史を知る身近な史料ですが、

くずし字で書かれているものが多く、読みづらい

と感じたことはないでしょうか。 

　町内の古文書をテキストに、全２回の講座を開

催します。古文書の読み解きを学んでみませんか。 

開催日時　第１回　３月５日（土） 

　　　　　第２回　３月６日（日） 

　　　　　いずれも１４：３０～１６：００ 

講師　木村修二氏 

　　　（神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター研究員） 

場所　神崎郡歴史民俗資料館　２階 

申し込み先　歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

古文書講座のご案内 



福崎町 

見
守
ら
れ
て
い
る 

福
崎
東
中
学
校
２
年
　 

上
阪
瑠
唯 

　
私
の
大
好
き
な
曽
祖
母
。
曽
祖
母

が
元
気
な
こ
ろ
は
、
私
と
姉
は
毎
日

の
よ
う
に
遊
ん
で
も
ら
っ
た
。
曽
祖

母
は
手
先
が
器
用
で
折
り
紙
が
う
ま

く
、
私
と
姉
に
、
い
ろ
ん
な
折
り
方

を
教
え
て
く
れ
た
。
私
の
学
校
で
の

出
来
事
を
、
笑
顔
で
「
う
ん
う
ん
。
」

と
聞
き
な
が
ら
、
鶴
や
ハ
ス
の
花
、

く
す
玉
の
折
り
方
を
優
し
く
教
え
て

く
れ
る
曽
祖
母
と
の
時
間
は
、
私
に

と
っ
て
、
と
て
も
楽
し
く
、
大
切
な

も
の
だ
っ
た
。 

　
し
か
し
、
私
が
小
学
二
年
生
に
な

る
こ
ろ
、
曽
祖
母
の
体
が
弱
り
、
介

護
が
必
要
な
状
態
と
な
っ
た
。
曽
祖

母
の
介
護
は
、
祖
母
と
母
の
仕
事
だ

っ
た
。
体
を
動
か
す
な
ど
、
祖
母
と

母
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
は
、
親

せ
き
の
叔
母
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
力
の
強
い
父
が
し
た
り
し
て
い

た
。 

　
そ
ん
な
介
護
の
様
子
を
見
て
、
私

に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
私

に
で
き
る
こ
と
は
結
局
、
曽
祖
母
と

話
を
し
た
り
、
折
り
紙
を
折
っ
た
り

す
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。 

　
そ
の
う
ち
、
曽
祖
母
が
寝
た
き
り

の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
学

校
低
学
年
の
私
に
も
、
日
に
日
に
曽

祖
母
が
弱
っ
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
私
は
、
曽
祖
母

の
部
屋
に
行
か
な
く
な
っ
た
。
曽
祖

母
が
か
わ
い
そ
う
で
、
見
る
の
が
つ

ら
か
っ
た
か
ら
だ
。
何
を
話
し
た
ら

い
い
の
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

　
祖
母
と
母
は
毎
日
、
介
護
を
し
て

い
た
。
食
事
の
補
助
や
お
む
つ
の
交

換
、
体
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
な
ど
、

寝
る
間
も
な
く
世
話
を
し
て
い
た
。

体
の
大
き
か
っ
た
曽
祖
母
の
介
護
は
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
人
一
倍
大

変
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、

曽
祖
母
は
、
母
の
こ
と
を
「
看
護
婦

さ
ん
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
認
知
症
も
患

う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
曽
祖
母
を
介
護
す
る
祖
母
や

母
は
、
私
た
ち
姉
妹
に
疲
れ
た
素
振

り
な
ど
一
切
見
せ

な
か
っ
た
。 

　
曽
祖
母
が
一
日

で
も
長
く
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
、
毎

日
が
ん
ば
っ
て
い

る
家
族
の
姿
を
見

て
、
私
も
曽
祖
母

の
部
屋
に
向
か
う

よ
う
に
な
っ
た
。

私
を
見
て
、
「
誰

や
。
ど
こ
か
ら
き
た
ん
や
。
」
と
言

う
曽
祖
母
に
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
が
、
涙
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に
、

折
っ
た
鶴
を
曽
祖
母
に
見
せ
た
り
、

曽
祖
母
の
あ
た
た
か
い
手
を
握
っ
た

り
し
て
時
間
を
過
ご
し
た
。
そ
ん
な

と
き
曽
祖
母
は
、
か
す
か
に
微
笑
ん

で
く
れ
た
。 

　
あ
る
日
の
夜
、
急
に
曽
祖
母
の
具

合
が
悪
く
な
っ
た
。
曽
祖
母
に
付
き

添
う
家
族
の
表
情
か
ら
、
私
に
も
曽

祖
母
が
危
険
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
た
。
「
何
か
し
て
あ
げ
よ

う
。
」
と
思
い
、
私
は
姉
と
、
曽
祖

母
が
大
好
き
だ
っ
た
折
り
紙
を
折
っ

た
。
「
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
死
な

ん
と
い
て
。
」
そ
う
祈
り
な
が
ら
、

必
死
に
鶴
を
折
っ
た
。
折
っ
て
い
る

と
き
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
手

が
震
え
て
う
ま
く
折
れ
な
か
っ
た
。 

　
私
た
ち
の
願
い
も
む
な
し
く
、
翌

朝
、
曽
祖
母
は
家
族
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
息
を
ひ
き
と
っ
た
。
九
十
一
歳

だ
っ
た
。
お
葬
式
、
最
後
の
お
別
れ

の
と
き
、
笑
顔
が
素
敵
だ
っ
た
曽
祖

母
を
、
「
私
も
笑
顔
で
見
送
っ
て
あ

げ
た
い
。
」
と
思
い
、
涙
を
ふ
い
て
、

曽
祖
母
が
眠
る
棺
に
向
か
っ
た
。
棺

の
中
に
姉
と
作
っ
た
折
り
紙
を
入
れ
、

お
別
れ
し
よ
う
と
曽
祖
母
の
優
し
い

顔
を
見
た
と
き
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ

れ
出
て
し
ま
っ
た
。 

　
そ
の
帰
り
道
、
母
は
私
に
、
曽
祖

母
と
の
思
い
出
を
話
し
て
く
れ
た
。

私
が
生
ま
れ
た
と
き
、
喜
ん
で
涙
を

流
し
て
く
れ
た
こ
と
。
運
動
会
を
い

つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
た
こ

と
。
小
さ
か
っ
た
私
の
、
記
憶
が
な

か
っ
た
と
き
か
ら
、
今
ま
で
私
に
ず

っ
と
曽
祖
母
は
、
愛
情
を
注
い
で
い

て
く
れ
た
こ
と
に
改
め
て
気
が
つ
い

た
。 

　
曽
祖
母
は
寝
た
き
り
の
状
態
で
一

年
間
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
今
思

う
と
、
介
護
は
、
さ
れ
る
側
も
す
る

側
も
、
と
て
も
大
変
な
は
ず
だ
。
し

か
し
私
に
は
、
曽
祖
母
も
介
護
す
る

家
族
も
、
つ
ら
そ
う
に
は
見
え
な
か

っ
た
。
曽
祖
母
を
見
守
る
家
族
は
、

誰
も
が
年
を
と
る
と
、
体
力
も
ど
ん

ど
ん
衰
え
、
で
き
な
い
こ
と
も
増
え

て
く
る
が
、
今
の
で
き
な
い
こ
と
だ

け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
曽
祖
母
と

共
に
生
き
て
き
た
大
切
な
時
間
を
振

り
返
る
こ
と
で
、
す
べ
て
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
家
族
全
員
に
見
守
ら
れ
た

曽
祖
母
は
き
っ
と
、
す
ご
く
幸
せ
だ

っ
た
だ
ろ
う
。
私
は
曽
祖
母
と
見
守

る
家
族
の
姿
を
見
て
、
家
族
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
曽
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
六
年

が
過
ぎ
、
私
も
中
学
二
年
生
に
な
っ

た
。
い
や
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
、

が
ん
ば
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
、
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
気
持

ち
が
落
ち
着
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

で
も
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

い
つ
も
家
族
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
…
。 

八千種小学校２年　西村安央 

福崎小学校３年　井上孝康 

福崎西中学校３年　山本萌絵 

６ 



７ 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 
　今月（２／２０～３／１９）のボランティア
活動予定をお知らせします。ぜひご参加
ください。 
みどりのグループ 
　３月２日（水）９：００～ 
　　元JA八千種前花壇 
　３月１６日（水）９：００～ 
　　七種川沿い新町花壇 
ココロンクラブ 
　３月１２日（土）９：００～ 
　　役場周辺街路樹下手入れ 
問い合わせ先 
　文化センター　　２２－３７５５ 

（コミュニティ推進専門員） 

契約期間　平成２８年４月１日～ 

　　　　　平成２９年３月３１日（１年間） 

使用料金 

【１区画】６３,６００円（1ヶ月あたり５,３００円） 

　※北側５区画について 

【１区画】５５,５６０円（1ヶ月あたり４,６３０円） 

申込期限　２月１９日（金） 

必要なもの　印鑑、自動車検査証の写し 

その他 

◎福崎駅周辺整備事業の進展に伴い、年度途中

で代替駐車場をご利用いただくか、解約をお

願いする場合がありますのでご了承ください。 

◎希望者多数の場合は抽選により決定します。 

申込・問い合わせ先　企画財政課（内線２３２） 

　毎月第３水曜日、午前１０時から午後３時まで、

サルビア会館で人権相談を受けています。 

　いじめや差別などの人権侵害に関することで

お困りの方は、お気軽にご相談ください。 

住民生活課（内線３７４） 

◎ 人権相談について ◎ 
 

嘱託職員 
臨時職員 

●受付期間　２月１２日（金）～１９日（金） 

●試 験 日　２月２９日（月） 

●受験申込書の請求・問い合わせ先 

　総務課人事係（内線２２２） 

ア 

イ 

ウ 

養護老人ホーム看護師 

介護保険認定調査員 

１人 

１人 

６人程度 保育教諭 

嘱　託　職 

臨　時　職 

募集 

あ
い
さ
つ
で 

　
ス
マ
イ
ル
の
輪
を
　
広
げ
よ
う 

高
岡
小
学
校
４
年
　
福
本
　
希 

笑
顔
か
ら
　
変
わ
り
始
め
る 

　
ぼ
く
の
心 

八
千
種
小
学
校
５
年
　
石
垣
　
斗 

差
別
し
な
い
　
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ 

　
ち
が
う
ん
だ 

田
原
小
学
校
６
年
　
坂
井
鼓
太
郎 

見
わ
た
す
と
　
そ
こ
に
は
笑
顔
が 

　
う
つ
っ
て
た 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
　
田
明
道 

　中播消防署では、姫路消火器組合の協力を得て、消火器
の無料点検と有料での回収を実施します。なお、無料点検
により回収となった場合も、回収費用が必要です。 
日時　３月５日（土）１０：００～１５：００ 
場所　ライフ福崎店（福崎町西田原１７０６） 
回収費用　１本　１，０００円 

【問い合わせ先】中播消防署　予防係（　２３－０１１９） 

ご家庭にある消火器を点検・回収します!!

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

　
こ
の
た
び
、
町
議
会
に
お
い
て

選
任
同
意
を
い
た
だ
き
、
２
月
１

日
付
で
副
町
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
大
役
を
お
お
せ
つ

か
り
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と
と
も

に
改
め
て
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
橋
本
新
町
長
の
補
佐
役
と
し

て
職
員
と
と
も
に
、
第
５
次
総
合

計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
活
力
に

あ
ふ
れ
風
格
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
〜
住
ん
で
、
学
ん
で
、
働
い
て

未
来
に
つ
な
が
る
福
崎
〜
」
の
実

現
を
目
指
し
て
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
政
発
展
の
た
め
、
町
民
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

副
町
長 

　
尾
　
　
　
　
　
晴 

お 

さ
き 

よ
し 

は
る 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
電
気
代
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
な
い
か
と
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。
話
を
聞
く
だ
け
と
来
訪
を

了
解
し
た
と
こ
ろ
、
一
昨
日
業
者

が
来
宅
し
た
。
太
陽
光
発
電
に
興

味
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
日
に
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
翌
日
、
友

人
に
契
約
書
を
見
せ
た
と
こ
ろ
屋

根
の
面
積
に
比
べ
て
太
陽
光
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
枚
数
が
多
す
ぎ
る
と
言

わ
れ
、
取
り
付
け
枚
数
に
大
き
な

違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

取
り
付
け
枚
数
が
違
う
な
ら
知
ら

さ
れ
た
予
測
発
電
量
を
期
待
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
契
約
を
止

め
た
い
。 

（
４０
歳
代
男
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
こ
の
契
約
は
、
特
定
商
取
引
法

の
訪
問
販
売
に
あ
た
り
ま
す
の
で

契
約
書
を
受
取
っ
て
か
ら
８
日
間

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で

す
。
相
談
者
は
、
代
金
支
払
い
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
で
の
１５
年
ロ
ー

ン
に
し
て
い
た
の
で
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
と
販
売
会
社
に
は
が
き
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
通
知
し
ま

し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
相
談
は

こ
の
他
に
も「
無
料
で
設
置
す
る
」

「
宣
伝
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
に
な

っ
て
ほ
し
い
」「
太
陽
光
発
電
普

及
の
た
め
工
事
費
無
料
」「
売
電

収
入
で
毎
月
の
ロ
ー
ン
が
支
払
え

る
」
な
ど
不
実
告
知
と
も
と
れ
る

過
剰
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
や
不
正

確
な
説
明
に
つ
い
て
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
売
電
収
入
は
、
気
象
条
件
や
設

置
条
件
、
家
庭
の
電
気
の
使
用
状

況
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
勧
誘

時
に
告
げ
ら
れ
た
予
想
発
電
電
力

を
信
じ
て
契
約
し
た
が
発
電
量
の

多
い
月
で
も
予
定
の
発
電
量
に
足

ら
ず
、
ロ
ー
ン
の
支
払
い
に
困
っ

て
い
る
と
い
う
相
談
も
あ
り
ま
す
。

売
電
収
入
を
保
証
す
る
よ
う
な
言

い
方
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
取
り
付
け
た
が
工
事
が
ず
さ
ん

で
雨
漏
り
が
発
生
し
た
と
い
う
相

談
も
あ
り
ま
す
。
契
約
前
に
設
置

工
事
を
す
る
者
が
メ
ー
カ
ー
Ｉ
Ｄ

を
持
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、

太
陽
光
発
電
施
工
に
関
す
る
一
定

の
基
礎
知
識
や
技
術
レ
ベ
ル
を
持

つ
者
と
し
て
認
定
す
る
「
Ｐ
Ｖ
施

工
技
術
者
」
の
資
格
保
持
者
で
あ

る
か
、
施
工
不
良
が
あ
っ
た
場
合

に
補
償
を
受
け
ら
れ
る
か
、
そ
し

て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕
疵
保
険
に
加

入
し
て
い
る
事
業
者
で
あ
る
か
な

ど
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

　
他
に
も
、
価
格
、
品
質
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
し
、
数
社

か
ら
相
見
積
を
と
っ
て
比
較
し
て

み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

太
陽
光
発
電
に
関
す
る
 

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

兵庫県住宅再建共済制度 
住宅を 

お持ちの方の 

住宅再建共済制度 

年額５,０００円で 
最大６００万円 
給付！ 

一部損壊特約 

年額５００円で 
補修時等に２５万円 

給付！ 

住宅に 
お住まいの方の 

家財再建共済制度 

年額１,５００円で 
最大５０万円 
給付！ 

プラス 

賃貸・借家の方も 
加入できます 

上乗せ加入でさらに安心！！ 

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００ 

簡単な加入！迅速な給付！ 
県が条例に基づき実施する安全・安心の制度 

春季全国火災予防運動 
3月1日（火）～7日（月） 

『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』 

○寝たばこは絶対やめる。 
○ストーブは燃えやすいものから離れた位置で
使用する。 
○ガスこんろなどのそばを離れる時は必ず火を
消す。 

３
つ
の
習
慣 

○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設
置する。 
○寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐため
に防炎品を使用する。 
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器
等を設置する。 
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣
近所の協力体制をつくる。 

４
つ
の
対
策 

中播消防署・姫路市消防局予防課 

８ 



９ 

軽自動車税の税額が変わります 

　福崎町が行う建設工事、測量･建設コンサルタント
等業務または物品製造等の競争入札等に参加しようと
する方は、あらかじめ競争入札等参加資格審査申請を
行い、競争入札等参加資格を有する者の名簿に登録を
されることが必要です。 
 
１．建設工事、測量･建設コンサルタント等業務の競
争入札等に参加しようとする方は 

　「平成２８・２９年度福崎町競争入札等参加資格審査申
請書作成要領（建設工事、測量･建設コンサルタント
等業務）」に基づき申請書を作成し、提出してください。
作成要領は、福崎町役場２階企画財政課またはホーム
ページで入手できます。 
 
２．物品製造等の競争入札等に参加しようとする方は 
　「平成２８･２９年度福崎町競争入札等参加資格審査申
請書作成要領（物品製造等）」に基づき、申請書を作
成し、提出してください。作成要領は、福崎町役場１
階出納室またはホームページで入手できます。 

３．受付期間 
　２月２２日～３月２２日（土･日曜日、祝日を除く） 
　※郵送による受付は、期間内必着のものに限ります。 
 
４．受付時間 
　８：３０～１７：１５（１２：００～１３：００を除く） 
　※期間（時間）外の受付はしません。 
 
５．登録の有効期間 
　平成２８年７月１日～平成３０年６月３０日の２年間 
 
６．提出場所 
　福崎町役場　企画財政課 
　〒６７９－２２８０　兵庫県神崎郡福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　０７９０－２２－０５６０（内線２３１、２３２）、FAX２３－０６８７ 
 
７．問い合わせ先 
（１）建設工事、測量･建設コンサルタント等 
　　　企画財政課（内線２３１／FAX２３－０６８７） 
（２）物品製造等 
　　　出納室（内線３０２／FAX２２－２９１９） 

平成２８・２９年度　福崎町競争入札等参加資格審査申請について 

福崎町役場ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp

□軽自動車税の税額の変更について □軽自動車税のグリーン化特例 
■原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車 

車　種 種　別 Ｈ２７年度までの税額 Ｈ２８年度からの税額 

原動機付 
自転車　 

小型特殊 
自動車　 

二輪の軽自動車（１２５cc超～２５０cc以下） 

５０cc以下 １,０００円 

１,２００円 

１,６００円 

２,５００円 

２,４００円 

４,０００円 

１,６００円 

４,７００円 

２,０００円 

２,０００円 

２,４００円 

３,７００円 

３,６００円 

６,０００円 

２,４００円 

５,９００円 

５０cc超～９０cc以下 

９０cc超～１２５cc以下 

ミニカー５０cc以下 

農耕作業用（トラクタなど） 

その他（フォークリフトなど） 

二輪の小型自動車（２５０cc超） 

■軽自動車（三輪、四輪以上） 

車　種 

三　輪 

乗用 
営業用 

３,１００円 

５,５００円 

７,２００円 

３,０００円 

４,０００円 

３,９００円 

６,９００円 

１０,８００円 

３,８００円 

５,０００円 

４,６００円 

８,２００円 

１２,９００円 

４,５００円 

６,０００円 

自家用 

自家用 

営業用 
貨物 

四輪 
以上 

Ｈ２７.３.３１以前に 
初度検査をした車両 

Ｈ２７.４.１以後に 
初度検査をした車両 

初度検査から１３年を 
経過した車両（重課） 

車　種 

営業用 １,８００円 

２,７００円 

１,０００円 

１,３００円 

１,０００円 

３,５００円 

５,４００円 

１,９００円 

２,５００円 

２,０００円 

５,２００円 

８,１００円 

２,９００円 

３,８００円 

３,０００円 

自家用 

営業用 

自家用 

三　輪 

特例① 特例② 特例③ 

四
輪
以
上 

乗
用 
貨
物 

※初度検査年月は自動車検査証をご確認ください。 
※平成１５年１０月１４日以前に初度検査を受けた車は、その年
の１２月に検査を受けたものとみなします。 

　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日ま
でに初度検査を受けた四輪以上及び三輪の軽自
動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環
境負荷の小さいものに「グリーン化特例」が適
用されます。 

特例①　電気自動車、天然ガス自動車（平成２１
　　　　年排出ガス１０％低減） 
特例②　乗用…Ｈ１７年排出ガス基準７５％低減
　　　　　　　（以下★★★★）かつＨ３２年度
　　　　　　　燃費基準+２０％達成車 
　　　　貨物…★★★★かつＨ２７年度燃費基準
　　　　　　　+３５％達成車 
特例③　乗用…★★★★かつＨ３２年度燃費基準
　　　　　　　達成車 
　　　　貨物…★★★★かつＨ２７年度燃費基準
　　　　　　　+１５％達成車 
※各燃費基準の達成状況は自動車検査証の備考
欄に記載されています。 



確定申告・住民税申告のお知らせ 

（申告が必要な方） 
・事業（自営業など）、不動産（地代や家賃）、農業の所
得がある方 
・報酬、個人年金の受取金、保険の満期（解約）受取金
などの所得がある方 
・給与や年金を２か所以上からもらっている方 
・給与所得者で年末調整をしていない方 
・２種類以上の所得がある方（例：給与所得と不動産所
得、年金所得と農業所得など） 
・土地建物や株式等の譲渡があった方 
・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険に加
入している方　など 

（申告に必要なもの） 
・確定申告書（税務署から送付されている方のみ） 
・源泉徴収票（給与所得者、年金受給者） 
・報酬等の支払調書、個人年金や保険の満期受取金等
の支払証明書 
・収支内訳書（農業・営業・不動産所得等のある方） 
・国民年金保険料等支払証明書 
・生命保険や地震保険料（旧長期損害保険料）の支払証
明書 
※生命保険料控除の制度改正があったため、お持ち
の保険料控除証明書は全てご持参ください。 

・医療費の領収書（保険金などで補てんされる金額が分
かるものを含む） 
・印鑑　など 
 
※農業所得・不動産所得等の必要経費で固定資産の租
税公課が不明な方は、平成２７年６月１６日付けでお送
りした「平成２７年度固定資産税課税明細書」を必ずお
持ちください。 
 
◎収入がない場合も申告が必要です 
　申告は、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料の算定や軽減判定等の基礎資料となります。
正しく保険税（料）を算定し、保険税（料）の軽減判定等
を受けるためには、被保険者と世帯主の所得把握が必
要です。収入がない場合でも必ず申告してください。 
※申告がないと軽減が受けられない場合がありますので、
ご注意ください。 
 
〈問い合わせ先〉　姫路税務署（　０７９－２８２－１１３５㈹） 
　　　　　　　　　役場税務課（内線３４４・３４５） 

◎申告書は自分で書いてお早めに 

◎土地等の譲渡所得および事業所得の 
　ある方へ 
　土地等の譲渡所得及び事業所得のある方は、申

告期間内に姫路税務署の開設する申告会場（姫路労

働会館）で申告してください。 

◎農業所得のある方へ 
　事前にご自身で販売金額や必要経費を必ず集計

しておいてください。減価償却費の計算のみ職員

がします。集計されていない場合は、申告時に順

番を後にまわっていただくこともありますのでご

了承ください。 

◎住宅ローン控除を受けられる方へ 
　住宅ローン等を利用して家屋の新築、購入また

は増改築をした場合で、一定の要件にあてはまる

ときは、居住の用に供した年以後１０年間、住宅借

入金等の年末残高の合計額をもとに計算した金額

の控除を受けることができます。 

　ただし、バリアフリー改修工事および省エネ改

修工事等に係る特定増改築による住宅ローン控除

の場合は、姫路労働会館で申告してください。 

◎医療費控除を受けられる方へ 
　平成２７年１月１日から１２月３１日までに支払われ

た医療費が対象となります。医療費控除を受けら

れる方は事前にご自身で、支払金額や、保険金な

どで補てんがあった場合はその金額を必ず集計し

ておいてください。集計されていない場合は、申

告時に順番を後にまわっていただくこともありま

すのでご了承ください。 

◎年金所得者の方へ 
　公的年金等の収入金額が４００万円以下であり、か

つ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万

円以下である場合でも、住民税の申告が必要です。 

　また、所得税の還付を受けるために申告をする

ことができますので、ご注意ください。 

平成２７年分の所得税の確定申告の窓口での相談及び申告書の受付は 

２月１５日（月）から３月１５日（火）までです。 
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平成２７年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 平成２７年分　確定申告・住民税申告相談会受付会場 

●身体の都合等で会場にお越しになれない方は、役場　税務課　住民税係へ連絡をお願いします。 

●日曜日も姫路労働会館で申告相談を受付します。 

　姫路税務署では、２月２１日及び２月２８日の日曜日にも姫路労働会館（姫路

市北条一丁目９８番地）で相談・申告書の受付を行いますので、所得税の確定

申告の方はそちらもご利用ください。両日とも姫路税務署では申告書の受付

等は行っていませんのでご注意ください。 

●申告期間中、役場での申告相談はできません。 

　対象集落の日にお越しになれない方は、別の集落会場、地区会場、もしく

は３月７日以降にサルビア会館へお越しください。  

※会場、時間帯によっては、待ち時間が長くなる場合もあります。時間に余裕を持ってお越しください。 

問い合わせ先　役場　税務課（内線３４４・３４５） 

月　日 

2月15日 

2月16日 

2月17日 

2月18日 

2月19日 

2月20日 

2月21日 

2月22日 

2月23日 

2月24日 

2月25日 

2月26日 

2月27日 

2月28日 

2月29日 

3月1日 

3月2日 

3月3日 

3月4日 

3月5日 

3月6日 

3月7日 

3月8日 

3月9日 

3月10日 

3月11日 

3月12日 

3月13日 

3月14日 

3月15日 

曜日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

受付時間 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１４時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

９時３０分～１５時 

 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

９時～１５時 

 

 

９時～１５時 

９時～１５時 

申告会場 

余 田 公 民 館  

鍛 治 屋 公 民 館  

南 大 貫 公 民 館  

大 門 公 民 館  

福 田 公 民 館  

八千種研修センター 

 

山 崎 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

田 口 公 民 館  

新 町 公 民 館  

文 化 セ ン タ ー  

文 化 セ ン タ ー  

 

田 尻 公 民 館  

西 治 公 民 館  

長 野 公 民 館  

八 反 田 公 民 館  

西 光 寺 公 民 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

 

 

サ ル ビ ア 会 館  

サ ル ビ ア 会 館  

対　象　集　落 

余田、小倉 

庄、鍛治屋 

南大貫、東大貫、西大貫 

北野、大門、加治谷、亀坪 

福田 

八千種地区の方 

 

山崎 

馬田 

板坂、田口 

新町 

駅前 

福崎地区・高岡地区の方 

 

西野、井ノ口、　川、田尻 

西谷、西治、高橋 

桜、長野、神谷 

長目、中島、八反田、吉田 

上中島、西光寺、西野野垣内 

田原地区の方 

 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 

 

 

事業所得者、ほか 

事業所得者、ほか 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

　福崎町農業委員会では、農地パトロー
ルを実施し、農地の利用状況調査をして
います。 
　調査の結果、今年度新たに耕作放棄地
になったものもあれば、昨年度の耕作放
棄地が、保全管理や営農再開をされてい
るものもありました。 
　平成２７年１２月末日時点で、耕作放棄
地面積約１０.２ha・１１５筆（昨年度９.２ha・
１０７筆）となりました。 
　農地を耕作しないまま放置すると周辺の農地
や住民に迷惑がかかりますし、この度の税制改
正では固定資産税の課税強化も決定されました。
草刈りなどの保全管理を行うか、担い手に貸し
出して耕作してもらうなど、農地を適正に管理
していただくようお願いします。 
福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

耕作放棄地の状況について 

１２ 

耕作放棄地 

解消されつつある耕作放棄地 

マイナンバー　　　　 
『通知カード』（紙製）が 
届いていない方は　 
　連絡してください 

マイナンバー　　　　 
『通知カード』（紙製）が 
届いていない方は　 
　連絡してください 

住民生活課（内線３７４・３７６） 

マイナンバー制度に便乗したサギにご注意 

□マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自

治体の職員が口座番号、資金や年金・保険の状

況等を聞くことはありません。 

□不振な電話はすぐに切ってください。 

□万が一、金銭を要求されても決して支払わない

ようにしましょう。 

□あやしいと思ったら、相談窓口にご相談くださ

い。 

「怪しいな？」と思った時の相談窓口 

不審な電話や訪問、 
商品の送付があった時 

消費者ホットライン 

　１８８ 
最寄りの警察 

　＃９１１０ 
ま
た
は 

金融機関をかたる 
不審な電話などがきた時 

金融サービス利用者相談室 

　０５７０－０１６８１１ 

　福崎町では「本人通知制度」を実施しています。
住民票の写し等の不正請求及び不正取得による個
人の権利の侵害を防止するため、本人以外の第三
者に証明書を交付したとき、本人に通知します。 
　通知を希望される方は事前に登録が必要です。 
 
　詳しくは町民窓口係までお問い合わせください。 
問い合わせ先　住民生活課（内線３７５・３７６） 

「本人通知制度」をご利用ください 

ご自宅で確定申告書が作成できます 
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ
ーナー」をご利用いただくと、画面の案内に従
って金額等を入力することにより、確定申告書
等を作成できます。作成した確定申告書はe-Tax
で送信できます。また、印刷して税務署へ郵送
等により提出することもでき、次のようなメリ
ットがあります。 

○ご自宅等で、いつでも計算誤
りのない申告書等を作成でき
ます。 
○作成した申告データーを保存
しておけば、翌年の申告時に
活用できます。 

詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）へ。 



　子どものしつけや、発達に関することは気にな
ることがいっぱいですね。 
　「ほめ方、叱り方これでいいのかな？」「こんな
時の関わり方は？」など、子どもの発達にあわせ
た関わり方についてのお話です。 
日　時　３月７日（月）１０:００～１１:００ 
場　所　おひさまらんど 
講　師　保健師　大角英子 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　１５組（先着順） 
申込先　おひさまらんど（２/８から受付） 

２月１６日（火）・３月２２日（火） 
１０：００～１４：００ 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

　『おやこリフレ』はリトミックと親子体操が融合
した遊びです。音楽をいっぱい使って、体をいっ
ぱい動かします。 
日　時　２月２２日（月）１０：００～１１:３０（受付９:４５） 
場　所　田原幼児園遊戯室 
講　師　衣笠マナミさん 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 
※動きやすい服装でご参加ください。 

　ともだちひろばでいろいろなあそび、交流、子
育てについての学習、情報交換などを通して、い
っしょに考え、楽しく子育てしませんか？ 
対　　象　町内在住で幼児園・こども園などに入園

していない子どもと保護者（０歳から） 
活動日時　平成２８年４月～平成２９年３月 
　　　　　火～金曜日の月数回　１０：００～１１：３０ 
活動場所　文化センター２階　ともだちひろばほか 
申込方法　申込用紙はともだちひろばにあります。 
申込締切　３月１８日（金） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

　日々の子育てで、いつも悩んでいること…叱り
方がむずかしい…これはどう伝えるべきか… 
　ママの思いはわが子に届いていますか？ 
　相談員がそんな悩みにお答えします。質問も受
け付けますので、みなさんご参加くださいね。 
日　時　２月２６日（金）１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センターおひさまらんど 
講　師　福崎町個別相談員　大内和惠先生 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
定　員　１５組（先着順） 
申込先　おひさまらんど（２/８から受付） 

絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
３月３日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
おんがくあそびの会【ドレミ】 
３月１０日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
・問い合わせはともだちひろばへ。申込は不要です。 

平成２８年度西部子育て学習センター 
（ともだちひろば）の親子活動に参加 
しませんか？　　　　　　　　　　 

１３ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
２
月
１６
日（
火
） 

　
３
月
１５
日（
火
） 

　
３
月
３１
日（
木
）〜
４
月
４
日（
月
） 

　
４
月
１９
日（
火
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
５
月
中
の
利
用
は
３
月

１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
）  

 

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の
非
常

勤
講
師（
初
任
教
員
研
修
）募
集 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
組
合
立
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
（
神
戸
市
を
除
く
）
の
非
常

勤
講
師
（
初
任
教
員
研
修
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係
る

授
業
の
補
充
な
ど 

報
酬
　
時
給
２
７
７
０
円 

　
　
　（
変
更
の
可
能
性
あ
り
） 

交
通
費
　
実
費
（
限
度
額
内
） 

資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教
育
職

員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の

所
持
者
ま
た
は
平
成
２８
年
４
月

１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
者 

願
書
受
付
　
３
月
１１
日（
金
）ま
で

に
最
寄
り
の
教
育
委
員
会
ま
た

は
教
育
事
務
所（
教
育
振
興
課
）

へ
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

問
い
合
わ
せ
先 

○
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

○
播
磨
西
教
育
事
務
所
教
育
振
興
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０
１
㈹ 

   

小
・
中
学
校
ア
ル
バ
イ
ト
職

員
登
録
受
付
中 

　
町
内
の
小
・
中
学
校
で
勤
務
す

る
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

（
職
種
・
条
件
） 

●
学
習
支
援
員 

内
容
　
学
校
で
の
授
業
補
助
な
ど 

時
給
　
１
０
０
０
円 

勤
務
時
間
　
週
２９
時
間 

資
格
　
教
員
免
許 

　
　
　
普
通
自
動
車
免
許 

●
介
助
員 

内
容
　
介
助
を
必
要
と
す
る
児
童

　
　
生
徒
の
身
体
の
介
助
な
ど 

時
給
　
８
２
０
円 

勤
務
時
間
　
週
２９
時
間 

資
格
　
普
通
自
動
車
免
許 

●
用
務
員 

内
容
　
学
校
用
務
の
補
助
な
ど 

時
給
　
８
２
０
円 

勤
務
時
間
　
週
１０
時
間 

資
格
　
普
通
自
動
車
免
許 

問
い
合
わ
せ
先 

　
学
校
教
育
課
（
内
線
２
５
２
） 

  

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か
ら
概

ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
相
談
業
務
や
講
座

な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
（
精 

神
・
健
康
）
面
と
キ
ャ
リ
ア
（
職

業
）
面
の
両
方
か
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

開
催
日
　
２
月
２６
日（
金
） 

　
１３
時
３０
分
〜
、
１４
時
３０
分
〜
、

　
１５
時
３０
分
〜 

　
各
１
名
ず
つ
【
予
約
制
】 

会
場
　
市
川
町
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
（
市
川
町
役
場
隣
） 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

締
切
　
２
月
２４
日（
水
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
市
川
町
役
場
　
総
務
課 

　
　
２６
・
１
０
１
０ 

  

姫
路
地
域
わ
か
も
の
就
職
応
援

面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す 

　
姫
路
地
域
に
あ
る
企
業
と
若
年

求
職
者
を
一
堂
に
集
め
た
就
職
応

援
面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１９
日（
金
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分 

　
　
　
（
受
付
は
１５
時
ま
で
） 

場
所
　
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
鳳
凰
の
間 

対
象
者
　
概
ね
３５
歳
以
下
の
若
年

求
職
者
（
平
成
２８
年
３
月
卒
業

予
定
者（
高
等
学
校
卒
業
以
上
）

を
含
む
） 

参
加
企
業
　
姫
路
地
域
の
企
業
約

４０
社 

問
い
合
わ
せ
先 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
　
学
卒
部
門 

　
０
７
９
・
２
２
２
・
４
６
９
０ 

姫
路
市
労
働
政
策
課 

　
０
７
９
・
２
２
１
・
２
０
９
４ 

１４ 

お知らせ 

information

　
ま
ち
の
子
育
て
支
援
事
業
の
充

実
の
た
め
に
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
１
月
分
） 

寄
附
者
・
寄
附
金
額
　 

　

萩
野
豊
和
様（
馬
田
）　
１０
万
円 

寄
附
の
お
礼 

お
お
む 

お
お
む 

町
職
員
の
人
事
異
動 

　
２
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。（
　
）内
は

前
職 

 【
課
長
級
】 

△
総
務
課
長
（
社
会
教
育
課
長

　
図
書
館
長
）
山
下
健
介 

△
社
会
教
育
課
長
　
公
民
館
長

　
体
育
館
長
　
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長
　
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
所
長
　

図
書
館
長
（
社
会
教
育
課
副
課

長
　
公
民
館
長
　
体
育
館
長
　

文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
　
エ
ル
デ

ホ
ー
ル
所
長
）
大
塚
久
典 

【
副
課
長
級
】 

△
社
会
教
育
課
副
課
長
（
社
会

教
育
課
課
長
補
佐
）
福
永
知
美 

 

退
職
者
（
１
月
３１
日
付
） 

△
総
務
課
長
・
尾
　
　
晴 



ス
ポ
ー
ツ 

剣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１２
月
２２
日
、
第
１
体
育
館
で 

「
岩
崎
杯
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

【
新
入
生
の
部
】 

優
勝
　
中
田
亜
希
（
福
崎
小
） 

【
小
学
１
年
生
の
部
】 

優
勝
　
光
本
星
翔
（
福
崎
小
） 

【
小
学
４
年
生
の
部
】 

優
勝
　
三
輪
拓
郎
（
田
原
小
） 

【
小
学
５
・
６
年
生
の
部
】 

優
勝
　
大
野
杏
（
福
崎
小
） 

【
中
学
生
の
部
】 

優
勝
　
大
野
健
介
（
福
崎
西
中
） 

           

少
林
寺
拳
法
協
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
１０
月
２５
日
に
ウ
イ
ン
ク
体
育
館

で
「
姫
路
市
民
大
会
兼
西
播
大
会
」、

１１
月
１５
日
に
京
都
府
立
体
育
館
で

「
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
両
大
会
と
も
日
頃
の
成
果
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
力
強
い
演
武

を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り 

●
姫
路
市
民
大
会
兼
西
播
大
会 

【
親
子
の
部
】 

最
優
秀
賞
　
田
中
誠
一
・
夢
真 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
協
会
） 

敢
闘
賞
　
牛
尾
明
正
・
塁 

　
　
　
　
（
協
会･

田
原
小
６
年
） 

【
一
般
女
子
の
部
】 

優
秀
賞
　
前
川
幸
穂
（
協
会
） 

【
一
般
男
子
三
段
以
上
の
部
】 

優
秀
賞
　
青
田
知
大
（
協
会
） 

●
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

【
夫
婦
の
部
】 

優
秀
賞
　
清
水
正
二
・
靄
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
協
会
） 

　
厳
し
く
楽
し
く
稽
古
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
気
軽

に
見
学
に
来
て
下
さ
い
。 

日
時
　
火
・
木
・
土
曜
日 

　
　
　
１９
時
か
ら 

場
所 

火
曜
日
…
八
千
種
研
修
セ
ン
タ
ー 

木
曜
日
…
第
２
体
育
館 

土
曜
日
…
第
１
体
育
館 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ 

第
１０
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か 

○
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨 

　
戦
後
７０
周
年
に
当
た
り
、
今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め

て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦

没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
支
給
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
２７
年
４
月
１
日（
基

準
日
）
に
お
い
て
、
「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。 

１
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方 

２
、
戦
没
者
等
の
子 

３
、
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹 

４
、
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等

の
三
親
等
内
の
親
族
※
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。 

支
給
内
容
　
額
面
２５
万
円
、
５
年

償
還
の
記
名
国
債 

請
求
期
限
　
平
成
３０
年
４
月
２
日 

※
手
続
き
に
は
個
人
番
号
が
必
要

で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
・
請
求
窓
口 

住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
１
） 

  

平
成
２８
年
度
く
れ
さ
か
環
境
事

務
組
合
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て 

対
象 

　
平
成
２８
年
度
に
く
れ
さ
か
環
境

事
務
組
合
が
実
施
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
製
造
、
役
務
等
の
入
札
に
参

加
さ
れ
る
法
人
、
個
人 

受
付
期
間
　
３
月
１５
日
ま
で 

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
） 

提
出
方
法
　
持
参
又
は
郵
送 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
　
総
務
課

　
０
７
９
・
３
３
５
・
３
６
７
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yum
etv.jp/̃kuresaka/ 

  

こ
こ
ろ
の
病
　

家
族
教
室 

　
精
神
障
が
い
者
へ
の
正
し
い
理

解
を
深
め
、
精
神
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
を
め
ざ
し
「
こ
こ
ろ
の

病
　

家
族
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

日
時
　
３
月
２７
日（
日
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
小
ホ
ー
ル 

内
容
　
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
紹
介 

定
員
　
４０
人 

※
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。 

主
催
　（
公
社
）兵
庫
県
精
神
福
祉

家
族
会
連
合
会
・
兵
庫
県 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
中
播
磨
峰
の
会 

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
７
５
３
７ 

  

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
学
院
生
募
集（
第
３
回
募
集
） 

　
兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専

門
学
院
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
入

校
の
学
院
生
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
求
職
者
等
（
所
定
の
条
件
を

満
た
す
方
） 

募
集
科
目 

・
も
の
づ
く
り
科 

・
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科 

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

訓
練
期
間
　
１
年
間 

受
付
期
間
　
２
月
２９
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
３
月
１６
日（
水
）ま
で 

選
考
日
　
　
３
月
２３
日（
水
） 

応
募
方
法
　
必
ず
公
共
職
業
安
定

所
で
ご
相
談
の
う
え
、
応
募
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門

学
院 

　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

１５ 



奥
丹
波
　

往
け
ど
も
続
く
　

冬
木
立 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 

足
湯
し
て
　

湯
村
の
里
に
　

年
惜
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

白
壁
に
　

影
く
っ
き
り
の
　

冬
木
立 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

着
ぶ
く
れ
て
　

口
八
丁
の
　

人
使
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

重
ね
着
し
　

足
の
も
つ
れ
る
　

齢
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

メ
モ
書
き
を
　

見
つ
つ
買
物
　

年
用
意 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

切
り
藁
の
　

白
く
浮
き
立
つ
　

霜
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

助
け
合
い
の
　

垂
れ
幕
下
が
る
　

年
の

暮
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

着
ぶ
く
れ
の
　

母
の
散
歩
を
　

見
守
れ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

黒
猫
の
　

毛
並
み
艶
や
か
　

冬
ぬ
く
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 
初
霜
や
　

仕
舞
い
忘
れ
の
　

鍬
光
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

良
き
友
に
　

会
い
た
る
余
生
　

年
惜
し

む
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

宮
森
の
　

梢
で
鳴
け
り
　

冬
の
鳥 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

初
霜
や
　

小
学
唱
歌
　

口
ず
さ
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

着
ぶ
く
れ
て
　

夜
道
行
く
人
　

丸
き
影 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

赤
き
実
の
　

こ
ぼ
れ
し
庭
に
　

朝
の
霜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

夜
は
獣
　

通
る
径
あ
り
　

冬
木
立 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

千
年
の
と
き
ゆ
か
し
め
し
石
仏
の
慈
悲
の
み
こ
こ
ろ
彫
り
に
刻
ま
る 

高
空
に
風
あ
る
ら
し
も
冬
雲
の
照
り
翳
り
つ
つ
音
な
く
疾
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

咲
き
の
こ
る
紅
の
あ
さ
が
お
植
込
み
に
二
つ
ひ
ら
き
て
秋
の
陽
の
な
か 

折
お
り
に
綴
り
お
き
た
る
言
の
葉
を
拾
い
集
む
る
秋
の
夜
の
更
け 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

潮
岬
に
青
き
夕
暮
れ
迫
り
き
ぬ
古
道
歩
き
の
男
と
お
み
な
に 

霜
月
の
東
の
空
を
明
る
ま
せ
大
い
な
る
完
熟
ト
マ
ト
昇
り
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

秋
霖
の
し
ず
く
し
た
た
る
彼
岸
ば
な
墓
参
の
畦
に
群
れ
て
咲
き
お
り 

久
び
さ
に
法
要
依
頼
に
菩
提
寺
を
訪
ぬ
れ
ば
庭
に
山
茶
花
の
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

終
の
地
と
決
め
て
戻
り
し
古
里
に
今
年
も
柿
の
た
わ
わ
に
実
る 

家
並
は
蛍
を
追
い
し
湿
地
帯
遠
き
記
憶
を
消
し
て
浮
か
ば
ず 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

鬼
怒
川
は
節
の
愛
せ
し
川
な
り
き
寝
ね
つ
つ
船
棹
き
き
し
歌
あ
り 

西
光
寺
は
東
に
在
る
邑
　

西
に
坐
す
東
光
寺
山
の
名
を
い
ぶ
か
し
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

通
院
の
道
に
足
止
む
歌
碑
の
あ
り
柳
田
国
男
の
ふ
る
さ
と
の
歌 

花
瓶
に
挿
す
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
名
を
た
ず
ね
た
る
人
の
手
に
落
つ
つ
ぼ
み
の
一
つ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

祭
り
屋
台
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
煌
め
き
て
い
や
ま
す
賑
わ
い
村
に
ひ
び
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

焼
芋
を
売
る
声
ひ
び
か
せ
軽
四
の
ゆ
っ
く
り
走
る
午
後
の
う
ら
道 

逝
き
ま
せ
し
岩
朝
先
生
の
住
居
な
り
気
ま
ま
に
伸
び
し
木
々
の
わ
び
し
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

快
晴
の
道
を
舞
台
の
焼
芋
に
童
ら
は
し
ゃ
ぐ
コ
ス
モ
ス
祭 

日
輪
の
南
に
移
る
朝
ぼ
ら
け
　
川
山
の
後
光
に
包
ま
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

玉
葱
は
夫
に
わ
れ
に
は
菜
の
花
の
苗
隣
家
よ
り
い
た
だ
き
植
う
る 

入
浴
が
気
持
良
か
っ
た
と
言
う
姑
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て
も
ら
え
そ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

山
畑
に
枯
葉
を
燃
や
す
老
い
ひ
と
り
木
守
柿
見
上
げ
背
を
あ
ぶ
れ
り 

日
の
ひ
か
り
薄
き
冬
至
の
ひ
と
と
き
も
芥
子
つ
ぶ
ほ
ど
を
春
に
向
か
え
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

ゆ 

よ 

け
も
の 

み
ち 

俳

句

会 

短

歌

会 

す
ま
い 

　
今
年
度
３０
周
年
を
迎
え
た
福
崎

町
文
化
協
会
で
は
、
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
福
崎
町
内
の
秋
季

例
大
祭（
秋
祭
り
）を
映
像
と
し
て

記
録
し
ま
し
た
。
本
宮
の
よ
う
す

だ
け
で
な
く
、
町
内
各
地
区
の
準

備
の
よ
う
す
や
太
鼓
等
の
練
習
風

景
、
宵
宮
の
特
徴
的
な
行
事
も
あ

わ
せ
て
記
録
し
て
い
ま
す
。 

　
次
の
と
お
り
、
４
会
場
で
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
２
月
１４
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

　
　
　
※
時
間
内
は
随
時
上
映 

会
場
　
①
柳
田
國
男
記
念
館 

　
　
　
②
も
ち
む
ぎ
の
や
か
た 

　
　
　
③
八
千
種
研
修
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
④
図
書
館 

問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
協
会
事
務
局 

　
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

南大貫大年神社 

平
成
２７
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金 

（
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
） 

福
崎
町
内
秋
季
例
大
祭 

　
　
　
映
像
記
録
を
上
映
し
ま
す 

◆
文
化
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆ 

熊野神社 

二之宮神社 余田大歳神社 

１６ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

3 
 

6 
 

7 

8 

11 
 

14 
 

 

17 

 

19 
 

24 

25 

29

水 
 

土 
 

日 

月 

木・祝 
 

日 
 

 

水 

 

金 
 

水 

木 

月 

11:00 

13:00 

14:00 

13:30 

13:30 

10:30 

8:00 

 

10:00 

13:00 

10:00 

13:00 

13:00 

13:30 

 

9:00 

13:20

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出場者は決定済 

 

 

 

 

 

要申込 

えほんの時間 

なやみごと相談 

おたのしみ会 

歴民連続講座⑤ 

あさのあつこトークショー 

母子相談 

えびすさん（初戎祭） 

もち麦の日 

「福崎町内秋季例大祭」映像記録上映会 

第３回ふくさきカラオケ紅白歌合戦 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

サルビアセミナー 

食育の日 

手作り味噌教室 

老人大学一般教養講座 

フクちゃん読書の日 

図書館 

サルビア会館 

図書館 

歴史民俗資料館 

図書館 

サルビア会館 

恵美須神社 

 

図書館ほか３か所 

エルデホール 

 

サルビア会館 

 

文化センター 

 

生活科学センター 

文化センター 

図書館 

社会福祉協議会 

図書館 

歴史民俗資料館 

図書館 

健康福祉課 

井ノ口区 

農林振興課 

文化協会 

エルデホール 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

文化センター 

保健センター 

生活科学センター 

文化センター 

図書館 

１７ 

≪材料≫８カット分 
マーガリン...５０ｇ 
オリーブオイル...５０ｇ 
砂糖...１００ｇ 
薄力粉...９０ｇ 
もちむぎ粉...１０ｇ 
ベーキングパウダー...小２ 
卵...２個 
もちむぎ茶...２０ｇ 

 
もちむぎ精麦...４０ｇ 
グラニュー糖...５ｇ 

≪作り方≫ 
①もちむぎ精麦はグラニュー糖を入れた水で１５分ほ
どゆで、水気を切っておく。 
②マーガリンとオリーブオイルを合わせ、やわらく
なるまで混ぜる。 
③②に砂糖を入れ、ざらざらがなくなるまで混ぜる。 
④卵を溶いて③に３回に分けて加え、混ぜる。 
⑤ふるった粉と粉にしたもちむぎ茶を合わせる。 
⑥⑤を④に２回に分けて入れ、さっくりとヘラで混ぜる。 
⑦パウンドケーキ型にクッキングシートを敷き、①
のもちむぎ精麦を生地の間に少しずつはさみなが
ら流し入れる。 
⑧空気を抜き、予熱したオーブンで４０分焼く。 

・マーガリンと卵は常温に戻す。 
・オーブンは１８０℃に予熱する。 
・もちむぎ茶はミルミキサーで粉にしておく。 
・もちむぎ粉、薄力粉、ベーキングパウダーを合わせふるっておく。 

準
備 



No.334

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

ご用心！冬は入浴中の事故が起こりやすい季節です。 
３８～４０度のぬるめの湯での半身浴、入浴後の水分補給も忘れずに！ 

　血管が老化すると動脈硬化を引き起こし、脳梗塞や心筋梗塞な
どの重大な疾患につながることがあります。ご自身の血管老化度
を知るために「血管推定年齢」を測ってみましょう。（測定値は
服薬や気温に影響されることがあります。） 
　測定は指の腹をタッチするだけ、脈波の波形により血管年齢が
判定できます。 

１８ 

日　　時　２月１８日（木）午前１０時～午後４時　※予約制 
　　　　　（1人当たり所要時間は結果説明を含め１５分程度） 
費　　用　無料 
申し込み　２月１６日（火）までに保健センターへ 
　　　　　※受け入れ人数に限りがあります。お早目にお申
　　　　　　し込みください。 
そ の 他　特定基本健診結果をお持ちの方はご持参ください 

～食育クイズわかるかな？～ 
第１回 

　食育とは、生きる上での基本であり、また様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選

択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てることです。 

　食育では、次の「５つの力」を身につけることが大切です。 

①食べ物をえらぶ力　～買い物に行っていろいろな食材を知ろう～ 

②食べ物の味がわかる力　～五感をつかっておいしさを知ろう～ 

③料理ができる力　～家で家族と料理をしよう～ 

④食べ物のいのちを感じる力　～自分でも野菜を育ててみよう～ 

⑤元気なからだがわかる力　～睡眠・運動もしっかり～ 

～解説～ 

　　「食育」とは、生きる上での基本

であって、「知育」、「徳育」、「体育」

の基礎である。 

○か×か？ 

１１月１日に開催した 

“ふくさき食育フェアin秋まつり” 

で出題した問題です。当日参加さ 

れた方、参加されなかった方も、 

ぜひチャレンジして 

みてください☆ 

A

乳がん検診 

子宮頸がん検診 

お忘れのないよう受診してください。 

　１９日（金）、２６日（金）、２７日（土） 
 

　２７日（土） 

検診日のお知らせ 
～２月に女性検診をご予約の方へ～ 

Q



保健センターだより 

第129号 

　子どもの将来のために、今どんな力をつけさせ

ることが大切なのでしょうか？そんな悩みを持つ

子育て中の方にとって、考えさせられる言葉があ

ります。皇后美智子様の「『幸せな子』を育てる

のではなく、どんな境遇に置かれても『幸せにな

れる子』を育てたい」というお言葉です。 

　子どもが幼いころ、風邪をひかないようにと、

ついつい厚着をさせたり、雨の日に可哀想だから

と学校まで車で送ったことってありますよね。良

かれと思ってしてきたことですが、本当に子ども

のためになっていたのでしょうか？ 

　今は、冷暖房が整った快適な家で、多くの電化

製品に囲まれ、携帯やパソコンを使えば出向かな

くても済む用件が増えています。その一方、右肩

上がりの豊かさを享受した世代と違って、今の若

者世代にとって将来の豊かさは確かなものではあ

りません。そう考えると、親がしなければならな

いことは、楽な生活を与えることではなく、むし

ろ不便や我慢の中から楽しみを見出す力をつけさ

せることかもしれません。不便な時代の生活に戻

すことは現実的には無理ですが、エアコンのスイ

ッチを入れる前に、どうすれば暖かく過ごせるのか、

暑い時にどうすれば涼しく感じられるのか、子ど

もと一緒に工夫することならできそうです。お天

気に関係なく、毎日同じ時間に自分の力で登校さ

せることで我慢を教えることもできます。そして、

これが習慣となれば、我慢や苦痛を感じることな

く過ごせるのです。子どもに不便や我慢を教える

ためには、親もそれに付き合って、手を出し過ぎ

ず工夫することが必要ですが、不便を楽しむくら

いの余裕は持ちたいものです。 

　快適で便利な時代に育った子どもたちが、平凡

な生活の中にも幸せを感じることができる大人に

成長していくことを心から願っています。 

＊過去に接種歴がある方は対象外となります。 
＊予診票を紛失された方、又は郡外医療機関での
接種をご希望の方は保健センターへお越しくだ
さい。 
＊６５歳以上の対象者以外の方・過去に接種歴が
ある方には任意の助成制度があります。ご希望
の方は保健センターにて申請をお願いいたしま
す。 
※接種間隔は必ず５年以上あける必要があります。
前回の接種日を確実にお調べください。 

１９ 

高齢者肺炎球菌 高齢者肺炎球菌 

平成28年3月31日まで 
（対象者の方には、平成２７年４月に予診票を送付しています） 

平成２７年度対象者（定期） 

６５歳 

７０歳 

７５歳 

８０歳 

８５歳 

９０歳 

９５歳 

１００歳 

昭和２５年４月２日生～昭和２６年４月１日生の方 

昭和２０年４月２日生～昭和２１年４月１日生の方 

昭和１５年４月２日生～昭和１６年４月１日生の方 

昭和１０年４月２日生～昭和１１年４月１日生の方 

昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生の方 

昭和１４年４月２日生～昭和１５年４月１日生の方 

大正９年４月２日生～大正１０年４月１日生の方 

大正４年４月２日生～大正５年４月１日生の方 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２７.１１月生の乳児 

Ｈ２７.１０月生の乳児 

Ｈ２７.４月生の乳児 

Ｈ２７.２月生の乳児 

H２４.１０月・１１月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

８日（月） 

月～金 

８日（月） 
 

２４日（水） 

１６日（火） 

２４日（水） 

８日（月） 

１７日（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター2月定例行事予定 

献血キャラクター 
「　　　　　　　」 

時　　　間 

１１：１５～１２：４５ 

１４：００～１６：００ 

場　　　　所 

福伸電機㈱本社工場 

福崎町役場 

3月4日（金） 

★400ml献血にご協力ください★ 
２００ml献血は、当日の必要数が確保できた時点で受付
を終了し、その後は４００ml献血のみ受付いたします。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 
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町民のうごき 

平成２７年１２月末現在 

７，４４１世帯 
９，３２５人　 
３３人　 
１８人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５６８人 
１０，２４３人 

４７人 
１７人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

　
１
月
１１
日
、
エ
ル
デ
ホ
ー
ル
で
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
決
意
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
二
十
歳
の
門
出
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
関
連
記
事

２
ペ
ー
ジ
） 

　
記
念
写
真
は
、
上
段
が
福
崎
西
中
学
校
区
、

下
段
が
福
崎
東
中
学
校
区
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

暖かすぎる冬は、麦の生育が早く進んでしまい、春先の 

晩霜で障害を受けやすくなります。麦踏みでじっくりと 

麦が育つようにすることが、例年以上に大切になっています。 

姫路農業改良普及センター普及
員から、麦の生育状態の観察ポ
イントの説明を受けています。 

排水対策の状況を見まわってい
ます。手直し箇所があれば、早
速取り掛かります。 


